
金
滞
古
蹴
志
血
管
叶
四

鹿
山
由
連
祉
-
而
巴
一
宮
品
川
.

普
天
和
元
辛
酉
年
玄
b

争中一回鮮日

質
州
加
賀
郡
山
上
寺
町
金
池
山
心
惑
駐
八
代

緋
蓮
枇
成
春
念
喚
秀
也
曳
謹
九
拝

右
銭
銘
・
今
要
文
を
摘
ん
で
袋
に
記
載
す
。
世
人
の
俗
停
に
、
心
蓮

祉
は
長
谷
部
信
連
の
菩
提
の
震
に
遁
立
す
。
故
に
元
と
信
連
枇
た
り

と
い
ふ
は
非
也
。
長
家
記
に
、
長
九
郎
左
衛
門
遮
能
之
弟
菊
松
、
七
尾

誠
波
落
目
、
体
母
挨
抱
而
遁
v
難
奔
訟
中
日
子
時
五
歳
。
後
年
野
借
加

州
心
蓮
枇
開
基
鷲

e

競
昌
長
血
管
上
人
-
と
。
三
州
志
縫
義
考
に
云
ふ
。
天

正
五
年
丸
月
十
五
日
、
長
針
馬
績
遼
等
七
尾
誠
中
に
て
俳
佐
観
光
の

鏡
花
自
刃
す
。
線
連
の
長
男
網
連
は
、
伏
兵
小
南
内
匠
の
潟
に
月
刀

を
以
て
鞍
上
よ
り
薙
ぎ
墜
さ
れ
、
迭
に
戟
死
す
。
網
濯
の
子
竹
松
鵡

九
郎
・
杉
山
三
郎
、
城
中
の
女
房
と
石
動
山
へ
退
く
を
、
湿
井
の
震

め
殺
さ
る
o
誠
九
郎
の
弟
に
菊
丸
と
云
ふ
あ
り
て
五
歳
た
り
し
を
、

筑
母
抱
持
し
て
越
中
へ
遁
れ
隠
し
‘
後
に
金
海
卯
辰
山
心
蓮
枇
の
開

基
と
た
る
。
と
あ
り
。
飽
尾
記
に
は
、
蛍
寺
心
蓮
枇
の
閉
山
長
春
上

人
は
、
能
登
七
尾
長
針
馬
守
線
連
の
末
子
菊
松
と
い
ふ
。
天
五
五
年

好
ま
ざ
り
け
り
。
父
の
櫛
仲
と
れ
を
聞
き
.
山
よ
り
呼
ぴ
下
し
.
怒

り
て
殺
害
せ
ん
と
す
る
を
、
家
士
の
藤
原
仲
光
立
塞
り
て
美
女
丸
を

避
け
し
め
、
我
が
子
の
幸
穏
を
身
代
り
と
な
し
、
幸
稼
を
殺
害
し
て

首
を
取
り
、
美
女
丸
の
首
左
り
と
て
瀦
仲
に
捧
げ
け
り
。
然
る
に
美

女
丸
の
母
誠
た
り
と
訟
も
ひ
、
悲
歎
の
飴
り
遂
に
盲
目
と
怠
る
。
後

幸
需
の
身
代
り
せ
し
事
を
聞
き
て
う
れ
し
く
、
又
悲
し
さ
も
堪
へ
か

ね
け
れ
ば
、
此
の
捕
陀
仰
に
祈
念
す
る
と
と
他
事
な
か
り
し
に
.
不

思
議
な
る
哉
育
限
忽
然
と
し
て
明
か
に
な
り
、
替
の
如
く
見
ね
け

り
。
袋
に
於
て
‘
調
陀
骨
骨
像
の
鍵
験
い
ち
じ
る
き
と
と
身
に
あ
ま
り

て
宛
え
け
る
放
に
.
終
身
鍵
像
の
傘
前
を
去
ら
告
1

・
徐
念
な
〈
偽
名

を
と
訟
で
年
を
経
て
遂
に
目
出
度
往
生
を
途
げ
ら
れ
し
と
な
り
。

此
の
事
近
固
に
か
く
れ
た
く
、
患
っ
て
参
奔
す
る
人
多
し
と
ぞ
。
然

る
に
此
の
霊
像
後
に
禁
装
へ
納
り
あ
り
し
を
.
心
蓮
枇
の
関
山
長
春

上
人
容
内
の
時
、
此
の
鍵
僻
怠
る
脅
像
を
賜
は
り
‘
後
金
棒
へ
蹄
り
、

心
蓮
枇
を
創
立
し
て
本
掌
と
注
し
た
り
。
さ
れ
ば
限
病
は
い
ふ
に
及

ぼ
4
3
、
鰭
の
難
を
教
ひ
給
ふ
と
と
.
猪
鍵
験
い
ち
じ
る
し
と
ぞ
。
今

堂
前
に
安
置
せ
る
悌
像
は
、
御
影
の
お
な
り
と
い
へ
り
。
有
鍵
像
の

縁
起
あ
り
、
左
に
戟
v
之。

金
滞
古
蹟
志
巻
叶
四

八

一
九
月
十
五
日
父
線
連
及
び
兄
繁
一
を
は
じ
め
・
七
人
共
謙
信
の
錦
に
一

回
殺
害
せ
ら
る
。
此
の
時
菊
松
い
ま
だ
幼
少
に
し
て
、
筑
母
に
抱
か

れ
、
か
ら
う
じ
て
死
を
遁
れ
、
後
法
健
し
て
京
都
智
恩
院
へ
至
り
弟

子
と
怠
る
。
共
の
後
禁
裏
へ
参
内
龍
顔
を
奔
し
、
紫
衣
を
許
さ
れ
.

眼
明
き
の
捕
陀
の
郵
像
を
賜
ひ
、
加
州
金
津
箆
屋
町
に
一
宇
を
建

て
、
心
蓮
枇
と
競
す
。
寛
永
年
間
今
の
地
へ
移
縛
し
、
堂
後
の
位
牌

所
に
長
血
管
上
人
の
像
を
安
置
す
。
玄
関
の
虹
梁
に
、
飛
騨
の
名
エ
下

作
た
り
と
て
、
鶴
の
彫
物
あ
り
し
か
ど
、
文
化
の
大
衆
完
焼
に
火
災

に
櫨
り
友
盤
と
た
る
。
世
俗
に
、
心
建
枇
は
む
か
し
は
信
越
枇
と
帯

き
た
り
し
を
、
後
に
心
建
の
文
字
に
改
む
。
故
に
長
家
と
相
普
か
ら

4
3
と
い
ふ
。
後
世
無
識
の
人
の
妄
誕
に
て

v

元
よ
り
取
る
に
足
ら
宇
。

錯
の
銘
文
も
誤
あ
り
と
い
へ
り
。
按
宇
る
に
、
長
血
管
・
休
血
管
何
れ
が

正
し
か
ら
ん
。

。
眼
明
阿
調
陀
来
歴

此
の
弼
陀
隼
は
、
心
謹
祉
の
本
隼
に
て
、
世
に
名
高
き
象
像
た
り
と

亀
尾
飽
K
-
Z
へ
り
。
む
か
し
多
聞
滞
仲
の
見
美
女
丸
、
乎
習
串
間
の

錫
め
叡
山
の
恵
心
備
都
を
頼
み
登
山
さ
せ
ら
れ
し
に
、
此
の
子
天
性

聴
明
た
れ
ど
も
、
武
事
の
み
に
心
術
を
鑑
し
・
些
々
た
る
文
誌
を
ば

加
州
金
棒
心
蓮
枇
限
明
如
来
線
起

夫
住
持
三
費
者
泥
木
索
像
等
也
，
西
方
要
決
一
宮
。
今
奥
昌
潟
搬
入
-
作
品
大

因
縁
↓
及
ν
至
=
此
鍵
像
-
持
可
昌
掌
承
吋
師
同
時
観
v
形
罪
消
増
縮
。
若
生
昌
少
慢
-

長
v
慈
善
亡
等

J

己
上
叫

抑
営
山
安
置
傘
容
.
天
俳
一
一
鶏
頭
摩
寺
五
通
菩
藍
之
茜
闘
所
之
傘
容
也
@

抄
一
認
。
五
通
並
ロ
盛
往
=
安
楽
世
界
↓
一
諦
=
阿
捕
陀
偽
吋
婆
婆
衆
生
願
ν
生
昌
得

土
吋
無
=
悌
一
形
像
二
蹄
嚢
E

降
許
プ
仰
言
。
設
且
前
去
。
帯
営
v
現

hm。
及
昌

菩
麓
遺
習
聖
一
儀
己
至

4

一
一
悌
五
十
菩
薩
各
座
a
蓮
華
-
在
a
樹
業
下
↓
五
通
菩

麓
取
議
所
在
-
閲
縄
是
則
夫
竺
甜
像
始
也
，
漢
明
帝
及
v
靖
弘
法
吋
摩

騰
等
事
国
持
此
掌
容
-
至
a
治
陽
-
云
々
。
巴
上
略
抄
a

愛
我
朝
恵
心
情
都
。
飽
昌
居
横
川
峰
-
専
修
a
西
方
滞
業
立
親
葬
品
見
来
仰
傘

容
-
是
闘
弱
。
今
世
流
布
所
二
十
五
普
蕗
像
“
殆
可
v
謂
=
五
通
菩
麓
後
身
-

欺
.
或
日
不
炉
計
五
通
菩
藍
闘
趨
僻
=
得
隼
容
吋
信
仰
如
昌
生
身
吋
共
頃
多

聞
滞
仲
息
第
九
子
勤
昌
美
女
丸
-
欲
v
令
=
出
家
吋
美
女
心
中
雄
v
不
v
諾
父
命

難
v
遁
。
登
a
寂
山
↓
…
蝶
K

爾
不
ν
由
晴
昌
一
・
文
吋
終
日
兵
法
業
明
幕
。
迭
昌
三
筒
春

秋
二
楠
仲
呼
a
下
美
女
-
試
=
共
修
串
吋
不

v繁
一
文
一
伺

hv崎
。
滞
仲
傘

怒
飴
抜
v
叙
討
=
美
女
吋
美
女
平
日
兵
法
臨
且
此
時
-
得
v
利
。
持
昌
経
傘
-
袋
剖
U
V

死
。
隠
白
臣
下
藤
原
仲
光
宅
二
糊
仲
以
v
使
一
宮
。
漣
美
女
切
v
頭
可
a
持
参
吋

丸




